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一
、

穴

嶽

炭

坑

の
資

料

収
集

1

松

浦

川

石

坂

問

屋

の
文

書

伊
万
里
市

の
東
部
、
大

川

町

の
相

知

町

に

隣

接

す

る

地

域

に
唐

津
炭

田

が

入
り

込

ん

で

い

る

。

こ

の
炭

田

の
石

炭

採

掘

の
歴

史

は

古

い
が

藩

制

時

代

か
ら

明

治

時

代

に

か

け

て

の
石
炭

関

係

資

料

は
少

な

く
、

当

時

の
坑

業

人

の
家

か
ら

は
見

つ
け

る

こ

と

が

で

き

な

か

つ
た
。

と

こ
ろ

が

幸

い
な

こ

と

に
坑

業

人

以

外

の
松

浦

川

の
川

船

問
屋

、

通

称

石
坂

問

屋

(佐

賀

伊

万

里

市

大

川

町
駒

鳴

区

字

石
坂

、

野

中

氏

宅
)

か

ら

古

い
文

書

が

出

て
き

た

。

そ

の
文

書

の

な

か

に

石

坂

問

屋

圓
吉

が
書

い
た

と

思

わ

れ

る

郷

土

誌

(仮

題
、

稿

本
)

が

あ

り
、

唐

津

炭

田

地

帯

を

流

れ

る

松

浦

川

の
説

明

が

次

の
よ

う

に
書

い

て

あ

る
。

「
松

浦

川

ハ
源

流

弐

ツ
ア

ル
、

小

城

郡

ヨ
リ

発

シ
来

ル

モ

ノ

ヲ
東

川

ト

云

フ
、

杵
島

郡

の
群
漢

ヨ

リ
発

シ
西

松

浦

郡

ヲ

経

テ

本

郡

二
来

ル
者

ヲ
本

川

ト

云

フ
、

相

知

ニ

テ
両

合

シ

テ
鬼

塚

村

二
至

リ
、

波

多

川

ヲ
入

レ
北

流

シ

テ
唐

津

二
至

リ
唐

津

湾

二
注

グ

。
」
こ

の
松

浦

川

の
川

船

問

屋

(通

称

石

坂

問

屋
)

か

ら

出

て
き

た
古

文

書

は
、

次

の

通
り

で

あ

る

。

焼
石
請
払
帳
控

一
枚

石
炭
請
払
帳

表
紙
の
み

習
字
御
手
本

四
冊

習
字
御
手
本

三
冊

読
方
御
手
本

一
冊

石
炭
販
売
精
算
覚
書

一
枚

記

・
貸
金
元
帳
調
出

二
枚

駄
賃
精
算
書

一
枚

駄
賃
精
算
差
引
書

一
枚

米
穀
借
用
証

一
枚

記

・
石
炭
受
取
書

一
枚

記

・
石
炭
土
場
出
人
夫
賃
請
求
書

一
枚

年
号
不
明
八
月

安
政
三
年
八
月

嘉
永

二
年
以
降

の
物

安
政
三
年
以
降

の
物

文
久

二
年
二
月

慶
応
三
年

慶
応
三
年
か
ら

年
号
不
明
七
月

年
号
不
明
卯
八
月

壬
申
正
月

年
号
不
明
成
十

一
月

年
号
不
明
旧
七
月

借
用
証
券

数
枚

記

・
借
金
支
払
覚
書

一
枚

定
書

(開
坑
資
金
借
用
)

一
枚

石
炭
前
売
書

一
枚

貸
金
請
求
書
状

一
通

約
定
書

(借
金
支
払
済
)

一
枚

差
出
証
書

借
用
証
券

差
入
証
券

副
証
券

借
区
廃
業
願

大
福
覚
帳

大
福
帳

諸
品
控
帳

諸
品
控
帳

一
枚

一
枚

一
枚

一
枚二

通

一
冊

一
冊

一
冊

一
冊

当
座
帳

十
七
冊

2

石
炭
に
関
す
る
資
料

明
治
七
年
三
月

年
号
不
明
五
月

明
治
八
年
九
月

明
治
十

一
年

一
月

明
治
十
五
年
九
月

明
治
十
五
年
十
月

明
治
十
五
年
十
月

明
治
十
五
年
十
月

明
治
十
五
年
十
月

明
治
十
五
年
十

一
月

明
治
十
二
年
二
月

文
久
二
年

二
月
起

明
治
二
年
正
月
起

明
治
六
年
旧
二
月
起

明
治
八
年
三
月
起

明
治
十
三
年
-
三
十
九
年
迄

先

記

の
石

坂

問

屋

文

書

の
う

ち

天

保

・
嘉

永

・
安

政

時

代

の
資

料

と

思

わ

れ

る

文

書

は

当

家

四
代

前

の
野

中

増

太

郎

に
よ

つ
て
書

か

れ

て

い
る

。

そ

れ

ら

は
習

字

手

本
、

読

方

手

本

の
表

紙

に
な

つ
た
り

、

習
字

の
練

習

に
使

用

さ

れ

た

り

し

て

い

て
、

ま

た

当

地

は

最

近
ま

で
松

浦

川

の
洪

水

常

襲

地
帯

で

あ

り
、

度

々

お

こ

る
水

害

に
よ

つ
て
資

料

の
多

く

は
失

わ

れ

て

お

り
、

原

形

の
ま

ま

の
大

福

帳

と

し

て

は

残

つ
て

い
な

い
。

石

炭

関
係

資

料
だ

け

に

つ

い

て
見

る

と

藩

制

時

代

の
資

料

に

つ

い

て

は
、

さ

き

に
述

べ
た

よ

う

に
、

習

字
、

読

方

手

本

の
表

紙

や
裏

表

紙

に
使

用

さ
れ

て

い
る
、

そ

の
内

側

に
記

録

さ

れ

て

い
る

だ

け

で
あ

る
。

明
治

時

代

の
資

料

は

文

久

二
年

(大

福

覚

帳
)

か

ら

明

治

三
十

九
年

ま

で

の
諸

品
控

帳

・
当

座

帳

が

あ

る

が
、

石

炭

関

係

の
記

録

は
明

治

十

二
年

ま

で

の
も

の
し

トづ



か

な

い
。

こ

の
外

に

慶

応

か

ら

明

治

初

期

に

か

け

て

の
期

間

に
満

島

村
、

唐

津

材

木

町
、

水

主

町
等

の

問

屋

の
取

引

文

書

が

十

数

点

あ

る

。

5
。

報

告

書

の

記

述

に

つ

い
て

①

松

浦

川

石

坂

問
屋

の
文

書

の
う
ち

か

ら
、

石

炭

関

係

の
文

書

の
み

解

読

し

て
、

文

化

・
文

政

時

代

か

ら

石

炭

を
掘

り

続

け

た

と

い
う

穴

嶽

山

ワ
タ

エ

ン
谷

の
石

炭

山

経

営

と
資

金

調

達

に

つ
い

て
、

藩
制

時

代

か

ら

明

治

時

代

を

中

心

に
、

穴

嶽

炭

坑

跡

の
現

地

調

査

と
聞

き

取
り

な

ど

も

合

せ

て
行

な

い
、

本

題

の
報

告

書

作

成

を

試

み

る

こ
と

に
し

た
。

②

こ

の
報

告

書

は
、

石

坂

問
屋

の
資

料

を
中

心

に

し

て

述

べ
、

他

の
資

料

の

引

用

は
極

力

さ

け

る
。

③

川
船

と

石

炭

関

係

に

つ
い

て

は
、

別

に

「
石

炭

問

屋

の
経

営

と

川
船

運

行

」

と

し

て
、

ま

と

め

る

考

え

な

の

で

こ

の
報

告

書

か

ら

除

く

こ

と

に

し

た
。

二
、

藩

制

時

代

の
石

炭

生

産

t

穴

嶽

炭

坑

の
採

掘

起

源

大

川

町
立

川

区

(佐

賀

県

伊

万

里

市
)

か

ら

相

知

町

(佐

賀

県

東

松

浦

郡
相

知

町

大

字

平

山

字

五
郎

谷

)

に

通
ず

る

県

道

に
立

川
隧
道

が

あ

る
。

そ

の
隧
道

か
ら

…
五

五
米

手

前

で
左

折

す

る

と
、

明

治

時

代

石

炭

を
大

八
車

で
運

搬

し

た

車

力

道

が

あ

る

。

こ

の
道

を
さ

ら

に

三

百

米

程

奥

に
行

つ
た

と

こ
ろ

の
、

ワ
タ

エ

ン
谷

と

い
う

と

こ
ろ

に
坑

口

の
崩

れ
落

ち

た

跡

が

数

ヶ

所

あ

る
。

ま

た
、

藩

制

時

代

か
ら

明

治

時

代

に
採

掘

し

た

「
デ

ケ

石

」
と

「
三
枚

炭

」
の
古

坑

口
が

あ

る

。

こ

こ
ら

{
帯

が

穴

嶽

炭

坑

の
あ

つ
た

と

こ

ろ

で

あ

る
。

こ

の
穴

嶽

炭
坑

の
採

掘
起

源

に

つ
い
て
、
記

述

さ

れ

て

い
る
文

献

は
、

佐

賀

県

立

図

書

館

蔵

書

の

「
鉱

山

志

料

調

」
と

「
鉱

山

沿
革

調

」
の

二

つ
が

あ

る

。

こ

の

二

つ

の
文

献

に

は

穴

嶽

炭

坑

の
採

掘

起

源

に

つ

い
て
、

次

の
よ

う

に
書

い

て
あ

る

。

①

「
鉱
山

志

料

調

」

(明

治

十

七
年

四
月

調
)

「
往

古

鉱

脈

ノ
溝

渠

又

ハ
地

上

二
露

出

セ

ル

ヲ
燃

料

二
供

セ

リ
、

爾

後

文

政

年

間

二
至

リ

…

(後

略
)

。
」

②

「
鉱
山
沿
革
調

」

(明
治
十
四
年
二
月
十
七
日
守
勧
第
三
百
拾
号
ヲ
以
テ

照
合
、
同
年
五
月
十
六
日
西
松
浦
郡
役
所
が
長
崎
県
勧
業
課
御
中
に
報
告
し
た
も
の

に

「
一
、
沿
革

天
保
十
年
の
頃
発
見

…

(後
略
)
。」

あ
ら
た
に
①

・
②

の
採
掘
起
源
を
裏
付
け
る
資
料
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
文
書

「
焼
石
請
払
帳
控

」
が

一
枚
だ
け
石
坂
問
屋
の
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
年
号
は

不
明
の
た
め
、
年
号
の
解
明
と
生
産
に
つ
い
て
究
明
す
る
こ
と
と
し
た
。

2

「
焼
石
請
払
帳
控

」
文
書

の

一
考
察

「
焼
石
請
払
帳
控

」
は
、

野
中
家
四
代
前
の
石
坂
問
屋
増
太
郎
が
、
嘉
永
年
間

に
書
い
た
習
字
手
本
の
裏
表
紙
に
、

二
つ
折
り
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
文
書
の

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
月

廿

五

日
下

し

一
、

焼

石

九

俵

〃

廿

五

日

一
、

同

八
俵

〆
拾

七
俵

〃

四

俵

残
拾
三
俵

八
月
廿
八
日

一
、
同
弐
拾
九
俵

〃

一
、

同

弐

拾

俵

〃

一
、

同

弐

拾

七
俵

〃

一
、

九

俵

作
治
郎

伊

平

幸

作

半

七
渡

伊

平

儀
左
衛
門

孫
右
衛
門

浅

吉

一69一



八
月
廿
八
日

、

同
三
拾
四
俵

庄

平

〆
百
拾
九
俵

合
百
三
拾
二
俵

同九
拾
俵

九
月
朔
日

長

吉

渡

梅
太
郎

残
四
拾
弐
俵

九

月

朔

日

、

同

拾

俵

九

月

朔

日

、

同

九

俵

〃、

同

九

俵

〃、

同

弐

拾

俵

九

月

二

日

、

同

拾

俵

九

月

三

日

、

同

九

俵

〃、

同

廿

壱

俵

〃、

同

三

拾

壱

俵

九

月

二
日

儀
左
衛
門

孫
右
衛
門

勝

助

伊

平

林

作

孫
右
衛
門

立
川

儀
吉

伊

平

勝

助

、

同

拾

俵

伊

平

林

作

〃
一
、
同

拾
俵

勝

助

〆
百
三
拾
九
俵

合
百
八
拾
壱
俵

こ
の
「
焼
石
請
払
帳
控

」
文
書

の
月
日
は
、
明
確
に
記
録
し
て
あ
る
が
、
年
代

は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

石
坂
問
屋
野
中
増
太
郎
が
書
い
た
習
字
手
本
な
ど
か

ら
見
て
、
藩
制
時
代
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
定
で
き
る
。
こ
れ
を
足
が

か
り
に
、
年
号
と
生
産
の
問
題
解
明
に
、
次
の
調
査
を
行
な

つ
た
。

①

墓
碑
調
査
11
先
ず
第

一
に
、
明
治
時
代
以
前
の
同
じ
名
前
を
調
査
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
調
査
方
法
も
適
当
な
方
法
が
な
く
、
墓
碑
調
査
が
名
前
と
年

・
月

・
日
等
も
正
確
に
調
査
で
き
る
と
考
え
て
、
墓
碑
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

墓
碑
調
査
の
範
囲
は
穴
嶽
炭
坑
周
辺

(立
川
区
内
)
と
石
坂
問
屋
周
辺

(駒
鳴

区
の

一
部
)
の
墓
地
調
査
を
し
た
結
果
は
、
焼
石
請
払
帳
控
文
書
に
記
録
さ
れ
て

い
る
名
前
と
同
じ
名
の
石
碑
は
、
次
の
二
件
し
か
な
か

つ
た
。

①

調
査
の
中
で
最
も
古

い
年
代
に
林
作
の
名
の
墓
が

(文
政
六
年
死
没
)

あ

つ
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
林
作
の
墓
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

つ
た
。

②

立
川
区
字
城
野
の
櫨

の
大
木
の
下
に
、
高
サ

一
・
三
米
も
あ
る
五
輪
塔

が
あ

つ
て
、
そ
れ
は
「
儀
左
衛
門
墓
、
文
政
十

一
年
戊
子
歳
六
月
吉
日
辰
六
十
歳

而
経
営
之

」
と
書
か
れ
、
健
在
の
折
に
建
立
さ
れ
た
墓
で
あ
る
。
こ
の
五
輪
塔
の

す
ぐ
横
に
並
ん
で
「
釈
道
証

・
俗
名
儀
左
衛
門

・
嘉
永
元
年
申
十
月
十
六
日
死
没
」

と
書
か
れ
た
墓
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
墓
碑
調
査
か
ら
は
当
文
書
に
記
録
さ
れ
て

い
る
同

一
名

の
墓
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

つ
た
。

②

聞
き
取
り
調
査
11
主
に
墓
碑
調
査
か
ら
得
た
資
料
を
中
心
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
な
い
、
当
文
書
の
年
代
に
関
連
す
る
次
の
よ
う
な
聞
き
取
り
を
得
た
。

①

「
焼
石
請
払
帳
控

」
に
記
録
さ
れ
て
い
る

「
儀
左
衛
門

」
と
同
じ
名
前

トヨ



の
墓
、
儀
左
衛
門
の
子
孫
、
久
保
儀
六
氏

(伊
万
里
市
大
川
町
立
川
区
字
城
野
)

の
家
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

久
保
儀
六
氏
の
母
堂
の
話
に
よ
る
と
「
先
祖
は
、
酒
を
造
り
売

つ
て
い
た
。
焼

物
も
焼
い
て
い
た

」
と
、
い
う
こ
と
だ

つ
た
。
さ
ら

に
水
田
の
中

の
こ
ん
も
り
と

し
た
竹
薮
の
中
に
あ
る
窯
跡
に
案
内
を
受
け
た
。
窯
跡
付
近
の
焼
灰
の
捨
て
場
所

と
思
わ
れ
る
所
か
ら
石
炭
の
燃
ガ
ラ
を
見

つ
け
た
。
こ
の
竹
薮
の
中
を
数
ケ
所
掘

つ
た
。
そ
の
う
ち
の

一
ケ
所
数
糎

の
腐
植

土
の
下
に
、
焼
石
が
三
糎
1
五
糎
の
厚

で
か
な
り
の
広
さ
の
範
囲
に
あ

つ
た
。
焼
石
下
の
土
は
赤
く
焼
け
て
い
る
。

②

穴
嶽
炭
坑
近
く
の
小
松
茂
雄
氏
宅

(伊
万
里
市
大
川
町
立
川
区
上
)

に

儀
左
衛
門
が
焼
い
た
焼
物
が

二
点

(植
木
鉢
の
よ
う
な
物
)
あ
る
。
そ
の
内
の

一

つ
の
鉢
の
内
側
に
「
天
保
九
年

・
儀
左
衛

門
作

.
七
十

」
と
刻
ん
で
あ

つ
た
。

③

石
坂
問
屋

の
古
文
書
か
ら
は

「
焼
石
請
払
帳
控

」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
名

前
と
同
じ
名
前
が
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

①

安
政
三
年

問
屋

石
炭
請
払
帳

辰
八
月
よ
り

立
川
山
作
治
郎

と
書

い
た
長
帳
の
表
紙
が
あ
る
。

②

「
癸
文
久
二
年
亥
正
月
吉
日

大
福
覚
帳

」
と
書

い
た
大
福
帳
の
な
か

に

「
十
二
月
三
日
・
金
三
両
三
歩
預
り

・
円
助
、
友
吉
、
長
右
衛
門
、
吉
与
八
、

林
作
分
〆
五
山
分

久
平
様

二
受
取
出

」
と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
林
作
の
名
前
が

出
て
来
る
。

③

明
治
四
年
、
石
坂
問
屋
の
大
福
帳
に

「
一、
壱
両
と
二
匁
〆
伊
平
、
庄
平
、

米
吉
、
伊
平
分
入

」
と
書
か
れ
、

伊
平
と
庄
平
の
名
前
が
あ
る
。
こ
の
大
福
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
庄
平
の
名
前
は
、
明
治

四
年
か
ら
同
九
年
頃
ま
で
の
石
坂
問
屋

と
の
取
引
の
記
録
の
中
に
も
あ
る
。
さ
ら

に
明
治
十
二
年
三
月
に
県
庁
に
届
け
出

た

「
借
区
廃
業
願

」
の
文
書
に
も

「
西
松
浦
郡
立
川
村
坑
業
人
江
利
庄
平

」
と
書

い
た
庄
平
の
名
前
が
あ
る
。

以
上

「
焼
石
請
払
帳
控

」
の
名
前
と
同

一
の
名
前
は
、
資
料
①
②
③
に
見
ら
れ

る
者

の
ほ
か
に
、
同
文
書
に
関
連
す
る
同

一
名
の
記
録
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
。

④

天
保
時
代
の
焼
石
生
産

さ
て
「
焼
石
請
払
帳
控

」
文
書

の
解
明
の
資
料
調
査
で
得
た
資
料
①
、
②
、
③

項
の
程
度
で
当
文
書
の
解
明
、
ま
た
は
推
定
す
る
こ
と
は
多
少
危
険
性
は
あ
る
が
、

総
合
的
に
判
断
し
て
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

先
ず
年
代
の
解
明
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
資
料
は
儀
左
衛
門

の
焼
物
窯
跡
か
ら

の
焼
石
の
発
見
で
あ
る
。
②
の
①
に
記
述
し
た
よ
う
に
焼
石
を
発
見
し
た
位
置
は

焼
土
の
状
況
か
ら
見
て
、
直
接

窯
を
設
置
し
て
い
た
所
で
な
く
、
す
ぐ
そ
ば
に
窯

が
あ
っ
て
、
そ
の
窯
で
生
石
を
炊
き
、
燃
ガ
ラ
を
取
出
し
焼
石
を
作

っ
て
い
た
所

と
思
わ
れ
る
。

焼
石
を
造

っ
て
い
た
年
代

に
つ
い
て
は
次
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
②
の
②
の
聞

き
取
り

の
項
で
述
べ
た
儀
左
衛
門
の
焼
物
に
「
天
保
九
年

.
儀
左
衛
門
作

.
七
十

」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
七
十

」
は
、
儀
左
衛
門
が
建
立
し
た
五
輪
塔

「
儀
左

衛
門
墓
文
政
十

一
年
戊
子
歳
六
月
吉
日
辰
六
十
歳
而
経
営
之

」
と
、
刻
ま
れ
た
文

政
十

一
年
と
い
う
年
か
ら
考
え
て
、
天
保
九
年
に
ち

ょ
う
ど
儀
左
衛
門
が
七
十
才

に
な
る
こ
と
と

一
致
す
る
。
以
後

「
嘉
永
元
年
十
月
十
六
日
」
儀
左
衛
門
は
八
十

才
で
こ
の
世
を
去

っ
た
。
儀
左
衛
門
の
後
継
者
、
半
四
郎
が
焼
物
を
焼
い
た
記
録

も
な
く
先
祖
か
ら
の
言
伝
え
も
な
い
。
い
ま
残
っ
て
い
る
話
で
は

「
半
四
郎
は
歌

舞
伎
芝
居
が
す
き
で
、
芝
居
を
請
け
興
業
し
て
財
産
を
減
ら
し
た

」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、

い
ま
で
も
村

の
者
は
当
家
を
通
称
酒
屋
と
呼
ん
で
、
焼
物
の
事

は
知
ら
な
い
。
以
上

の
儀
左
衛
門
に
関
係
す
る
調
査
資
料
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、

石
坂
問
屋
に
あ
る

「
焼
石
請
払
帳
控

」
に
記
録
さ
れ
る
儀
左
衛
門
と
天
保
時
代
に

窯
元
を
し
て
い
た
儀
左
衛
門
は
同

一
人
物
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、

石
坂
問
屋

の
「
焼
石
請
払
帳
控

」
は
、
天
保
時
代
の
文
書
と
思
わ
れ
る
。
第

二
節

一
項
に
述
べ
た
文
化

・
文
政
の
発
見
説
、
天
保
時
代
の
自
家
燃
料
自
給
説
が
あ
る

ト岬



が
、

当

石
坂

問
屋

の
文

書

は
、

前

記

の
説

を

裏

付

け
、

ま

た
、

天

保

時

代

に

は

す

で

に
穴

嶽

炭

坑

の
採

掘

は

自

家

燃

料

以

外

に
、

市

販

も

し

て

い
た

と
思

わ

れ

る

。

⑤

天

保

時

代

の

石

炭

坑

業

人

天

保

時

代

に

は
穴

嶽

炭

坑

で
、

か

な

り

の
石

炭

採

掘

が

行

な

わ
れ

た
も

の
と

考

え

ら

れ

る
が
、

こ

の

「
焼

石

請

払

帳

控

」
文

書

の
記

録

に

見
ら

れ

る
者

全

て

が

石

炭

坑

業

で

あ

る

か

と

い
う

問

題

に

つ
い

て

は
、

他

に
資

料
も

少

い
か
ら

即

断

は

で

き

な

い
が

、

次

の
事

が

考

え

ら

れ

る

。

①

第

一
に

儀

左

衛

門

は
、

石

炭

坑

業

人

で

な

く

、

む

し

ろ
大

き

い
窯

元

で
あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

儀

左

衛

門

の
墓

地

に

は

「
大

村

権

助

墓

(大

村

は
、

現

在

の

長
崎

県
大

村
市

の

こ
と

と

思

わ

れ

る

。

年

代

は

風
化

の
た

め

不
詳

)

儀

左

衛

門

建
立

」
と

あ

る

。

こ

の
ほ

か

に
も

職

人

の
墓

と
思

わ

れ

る
墓

が

い
く

つ
か

あ

っ

た

。

ま

た
儀

左

衛

門

窯

で

焼

い
た

焼

物

に
石

井

弁

六

と

職
人

の
名
前

が

刻

ん

で
あ

る

。

こ

う

し

た

多

く

の

職

人

の
雇

用

状

況

か
ら

見

て
、

当

時

と

し

て

は

か

な

り

の

窯

元

で

あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

。

焼

物

窯

の
焼

料

に

は

生

石

を

買

入
、

そ

の
燃

え

ガ

ラ

は
消

炭

に

し

て
、

焼

石

と
し

て
出

荷

し

た
も

の

と
考

え
ら

れ

る
。

②

石

坂

問

屋

の
資

料

で
③

の
①

の
資

料

に

よ

る

と
、

安

政

三
年

辰

八
月

頃

に

は
立

川

山

に
作

治

郎

が

石

炭

採

掘

し

て

い

た

と
思

わ

れ

る
。

「
石
炭

請

払

帳

(長

帳

面
)

の
表

紙

に

作

治

郎

の
名

前

が

記

録

さ
れ

て

い
る
。

こ
の

作
治

郎

は

「
焼

石
請

払

帳
控

」
に

記

録

さ

れ

て

い
る

作

治

郎

と

は
同

一
人

物

で

は

な

い
か

と

思

わ

れ

る

。

そ

の
理

由

は
、

他

に
資

料

も

全

く

な

い
の

で
安

易

に
判

断

は

さ

れ

な

い

が
、

天

保

か

ら

安

政

と
、

年

代

的

に

は
、

同

一
人

物

と

見

て
も

無

理

は

な

い
と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

し

た

が

っ
て
作

治

郎

は

天
保

時

代

の
石
炭

坑

業

人

で

あ

っ
た
と

考

え

ら

れ

る

。

③

藩

制

末

期

か

ら
、

明

治

初

期

に
於

け

る

間

に

は

「
焼

石
請

払

帳

控

」
文

書

に

記

録

さ

れ

て

い
る

林

作
、

伊

平
、

庄

平

と

同

一
の
名

前

が
、

石
坂

問

屋

の
古

文

書

に

も

出

て

来

る

が
、

同

一
人

物

で
あ

る

か
、

ど

う

か

に

つ

い
て

は
、

判

断

を

す

る
資

料

も

な

い
。
し

か

し
、

年

代

的

に
開

き

が

あ

る
点

か
ら

み

て

「
焼

石
請

払

帳

控

」
文

書

に

記

録

さ

れ

て

い
る

人

物

と

同

一
人

物

で
あ

る

と

は
、

考

え

ら

れ

な

い
。以

上

「
焼

石

請

払

帳

控

」
文

書

の

一
考

察

は
、

資

料

の

少

い
た

め
、

解

明

に
多

く

の
疑

問

を
残

し

て
未

完

結

の
ま

ま

で

あ

る

が
、

他

の
資

料

と

て
ら

し

合

せ

な

が

ら

解

明

し

て

い
き

た

い
。

三
、

藩

制

末

期

の
石

炭

山

経

営

と
資

金

調
達

t

藩

制

末

期

の
坑

業

人

と

労

働

者

石

坂

問

屋

の
古

文

書

に

は
、

穴

嶽

炭

坑

の

こ

と

が

「
石

炭

山

」
又

は

「
立

川

山

」

と

記

録

さ

れ

て

い

る
。

さ
ら

に
石

炭
坑

業

人

の

こ
と

が

「
山

方

」
と

記

録

さ

れ

て

い
る

。①

藩

制

末

期

の
石

炭

坑

業

人

に

つ

い
て

の
記

録

は

少

な

い
。

石

坂

問

屋

の

大

福

覚

帳

・
大

福

帳

に

「
山

方

」
と

記

録

さ

れ

る

石

炭

坑

業

人

は

圓

助
、

友

吉
、

長

右

衛

門
、

吉

与

八
、

林

作
、

久

平
、

亀

吉
、

久

左

衛

門

以

上

の

八
人

で

あ

る
。

②

藩

制

末

期

の
坑

夫

に

つ

い
て

の

記
録

も

少

な

い
。

明

治

時

代

に
穴

嶽

炭

坑

の
坑

業

人

で
あ

っ
た

人
、

そ

の

子
孫

や
古

老

な
ど

の
話

で

は
、

石

炭

山

に
働

い

て

い
た

坑

夫

は
村

内

の
者

が

多

か

っ
た

。

ま

た

近

隣

の
村

か

ら

も

来

て

い
た

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

ワ
タ

エ
ン

谷

に

は
、

坑

口

の

そ
ば

に

納

屋

が

建

っ
て

い
た

。

穴

嶽

炭

坑

に
も

藩

制

時

代

の
頃

か

ら

現

在

の
佐

賀

県

以
外

の
、

県

外

労

働

者

が

就

労

し

て

い
た

と

思

わ

れ

る

墓

が

一
つ
あ

る

。

嘉

永

三
年

戊

二
月

廿

日
死

没

釈

知

光

彦

女

長

崎

県

フ

チ
村

イ
寺

割

石

本

田
市

蔵

娘

と
、

書

か

れ
、

仏

像

を

刻

ん

だ

市

蔵

の
娘

の
墓

が

あ

る
。

こ

の
墓

石

に
刻

ま

れ

て

い
る

「
割

石

」
と

は
、

現

代

の
掘

進

夫

の

こ

と

で
あ

る
。

市

蔵

は
嘉

永

年

間

に
穴



嶽

炭

坑

の
掘

進

を

し

て

い

た

と
、思

わ
れ

る
。

(割

石

の
こ

と

に

つ

い
て

は

後

述

す

る
)

2

石

炭

生

産

と
出

荷

安

政

三
年

に
、

石

坂

問

屋

の
主

人

野
中

増

太
郎

が

書

い
た

習

字

手

本

の
中

に
、

立

川

山

の
各

山

方

に
連

絡

し

た
文

書

と

思

わ

れ

る

も

の
が

あ

る
。

「
石

炭

長

崎

表

江

相

廻

候

二
付

、

早

々

二
土

場

江

御

出

可

被

下

候

」

と
、

あ

る

よ
う

に
穴

嶽

炭

坑

も
、

文

化

・
文

政

の
頃

に
発

見

さ
れ

て
以

来
、

天

保

・
嘉

永

・
安

政

を
通

じ

て

か

な

り

の
生

産
、

販

売

が

お

こ

な
わ

れ

て

い
た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

文

久

か

ら

元
治

年

間

に
、

唐

津

小

笠

原

藩

は

石

炭

産

業

の
重

要

性

を

認

め
、

藩

営

に

の
り

だ

し

た
。

こ

の
頃

、

石

坂

問
屋

の
主

人

は
増

太

郎

か

ら

圓
吉

に
代

わ

っ
た
。

文

久

二
年

正

月

吉

日
起
、

大

福

覚

帳

に
、

石

炭

関

係

の
記

録

が

あ

る
。

ま

た
、

石

炭

出

荷

販
売

と

精

算

覚

書

等

の
文

書

が

あ

る

。

そ

の

一
部

を

紹

介

す

る

。

卯

四
月

一、

生

石

三

万

六
千

斤

中

下

し

内

壱

万

六

千

斤

川

な

が

れ

残

石
弐

万

五

百

斤

久

左

衛

門

〆

代

壱

〆
六

百

四

拾

文

・

・

.

(後

略
)

久

左

衛

門

は

慶
応

三

年

四

月

に

石
炭

三
万

六

千

斤

を
松

浦

川

の

石
坂

土
場

に

出

荷

し

た

が
、

そ

の

う

ち

松

浦

川

の
洪

水

に

よ

っ
て
壱

万

六
千

斤

が

流

さ

れ

て

い
る

。

久

左

衛

門

の

生

産

出

荷

高

と
、

明

治

初

期

の
穴

嶽

炭

坑

の
年

間

総

出

荷
高

百

万

斤

と

の

(鉱

山

志

料

に
よ

る

と
)

割

合

か

ら

見

て
、

彼

は

当

時

の
山

方

中

で

の
大

量

生

産

者

の

一
人

で

は
な

い
か

と
思

わ

れ

る
。

久

左

衛

門

の
記

録

の
ほ

か

に
、

久

平

の

「
石
炭

出

荷

と

駄

賃

精

算
書

」
が

あ

る

か

ら

紹

介

す

る

。

此
駄
賃
拾
八
〆
ト
四
十
八
文

一、

上
石
八
千
斤

十
三
八
四
代
百
拾

〆
ト
七
百
弐
拾
文

内
駄
賃
引

残
九
拾
弐
〆
ト
七
拾
弐
文

内
拾
両
取

指
引
残
弐
拾
三
〆
ト
七
拾
弐
文

代
金
三
両
壱
歩
ト
百
六
十
文

卯
八
月

石
坂

立
川
村

久
平
様

圓
吉

こ
の
久
平
の
「
石
炭
出
荷
と
駄
賃
精
算
書

」
に
よ
る
と
、
慶
応
三
年
頃
の
石
炭

運
搬
駄
賃
が
、
上
石
千
斤
当
り
二
〆
ト
二
百
五
拾
六
文
に
な
る

(運
搬
は
穴
嶽
炭

か
ら
、
石
坂
問
屋
ま
で
約

一
里

(四
キ
ロ
米
)

あ
る
)
ま
た
、
当
文
書
に
書
い
て

あ
る

「
上
石

」
と
は
、
塊
炭
ば
か
り
を
選
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
炭
価
は
千

斤
当
り
十
三

〆
ト
八
百
四
拾
文
で
あ
る
。
前
記
の
久
左
衛
門
の
「
生
石

」

(生
石

と
は
、
石
炭
の
こ
と
で
品
質
名
で
は
な
い
)
千
斤
当
り
、
八
十
文
と
、
値
差
が
あ

る
の
は
並
石
で
あ
る
た
め
か
、
洪
水
で
土
砂
か
ぶ
り
の
為
だ
ろ
う
か
、
明
確
で
な

い
。
ま
た
久
平
は
、
穴
嶽
炭
坑
の
山
方
連
中
の
な
か
で
も
、
石
炭
生
産
に
は
意
欲

的
に
取
組
ん
で
い
た
よ
う
に
、

石
坂
問
屋
の
文
書
な
ど
の
記
録
か
ら
も
見
う
け
ら

れ
る
。

乙

石
炭
山
の
資
金
調
達

穴
嶽
坑
の
殆
ど
の
石
炭
山
経
営
者
、
即
ち
石
炭
坑
業
人
は
、
藩
制
時
代
か
ら
明

治
初
期
の
頃
ま
で
立
川
村
の
農
民
で
あ

っ
た
。
農
業
の
経
営
規
模
も
中
農
以
下
の

も
の
が
多
く
、
あ
ら
た
に
炭
坑
を
開
坑
し
ょ
う
と
す
る
事
は
、
自
己
資
金
だ
け
で

は
当
時
の
農
民
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
担
保
物
権
と
弁
済
受
人
を

トヨ



た

て

な

い
と
資

金

が

借

れ

な

か

っ
た

の
で
、

誰

で
も

開

坑

で
き

る

と

い
う

こ

と

に

は
、

な

ら

な

か

っ
た

。

従

っ
て

零

細

な

農
業

経
営

者

の
中

に

は
、

穴

嶽

炭

坑

に
働

き
資

金

を

つ
く

っ
て

開

坑

し

た
人

も

い
る
。

石
坂

問

屋

の
大

福

覚

帳

に
次

の
記

録

が

あ

る

。

①

寅

七

月

二

日

一、

裸

麦

壱

表

久
平
分

政
平
渡

金
三
歩
弐
朱
相
渡

②

寅
八
月
七
日

庄
平
払

一、

三
百
目

長
右
衛
門

③

寅

八
月
十

}
日長
右
衛
門
内
庄
平
渡

一、

此
百
拾
匁

半
七

④

寅
九
月
二
日

一、

此
百
九
十
三
匁

庄
平
渡

〆
三
百
目
ト
三
匁

是
長
右
衛
門
分
払

①
は
久
平
の
炭
坑
に
政
平
が
働
き
、
賃
金
の
か
わ
り
に
現
物
の
麦

一
俵
を
、

石

坂
問
屋
が
立
替
払
い
を
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
政
平
は
二
十
才

(慶
応
二

年
寅
七
月
)

で
あ

っ
た
。
立
川
村
の
古
老

の
話
に
よ
る
と
、
貧
農
で
あ

っ
た
が
、

働
き
に
働
き
、
資
金
も
少
し
は
得
る
こ
と
が
出
き
て
、
石
炭
採
掘
経
験
を
得
て
、

社
会
的
信
用
を
得
た
政
平
は
、

明
治
三
年
、

二
十
四
才
で
石
炭
坑
業
人
に
な
り
、

石
坂
問
屋
と
も
山
方
と
し
て
取
引
し
て
い
た
。
後
に
穴
嶽
炭
坑
石
炭
坑
業
人
で
は

唯

「
人
の
大
成
功
者
と
な
り
、

い
ま
も
立

川
村
に
田
代
政
平
の
公
徳
碑
が
建

っ
て

い
る
。
唐
津
市
大
名
町
に
は
明
治
時
代
に
建
築
し
た

(現
在
観
光
旅
館

「
綿
屋

」
)

御
殿
の
よ
う
な
家
が
あ
る
。

②
、
④
は
、
長
右
衛
門
経
営
の
炭
坑
に
働

い
た
庄
平
に
、
石
坂
問
屋
が
、
長
右

衛
門
に
代

っ
て
賃
金
等
の
立
替
払
を
し
た
記
録
で
あ
る
。

③
は
、
長
右
衛
門
が
唐
津
材
木
町
の
半
七

(米
、
諸
物
商
人
)
に
石
炭
を
売
り
、

そ
の
石
炭
売
買
契
約
内
金
か
ら
庄
平
に
賃
金
等
を
支
払

っ
た
記
録
で
あ
る
。

庄
平
も

こ
の
よ
う
に
し
て
炭
坑
に
働
き
、
資
金
と
経
験
を
得
て
、
明
治
二
年
か

ら
同
十
二
年
ま
で
石
炭
坑
業
人
と
し
て
立
川
山
で
石
炭
を
採
掘
し
て
い
た
。

藩
制
時
代
に
は
拝
借
制
度
が
あ

っ
た
が
、
穴
嶽
炭
坑
資
料
に
は
拝
借
金
関
係
の

資
料
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
藩
制
時
代
に
石
炭
出
荷
、

販
売
、
川
船
運
行
等

に
実
権
を
振
る

っ
て
い
た
。
唐
津
、
満
島
の
問
屋
と
の
取
引
は
し
て
い
た
記
録
が
、

石
坂
問
屋
の
大
福
覚
帳
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

右
石
村
差
弐
文
宛
致
之
成

丑
八
月
よ
り
こ
免
屋

小

平

松
本
屋

源

助

一、
焼
石
壱
文

肥
前
屋

佐

七

加
登
屋

伝
治
郎

〆
四
加
登

こ
の
四
加
登

(か
ど
)
は
慶
応
元
年
に
生
石
百
斤
に
つ
き
弐
文
、
焼
石

一
俵
に
つ

き
壱
文

宛
、
問
屋
に
よ

っ
て
土
場
賃
と
し
て
村
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
問
屋
と
の
石
炭
の
取
引
を
し
て
い
た
が
、
決
し
て
、
山
方
自
身
が
直
接
に

現
金
の
取
引
は
し
な
い
で
、

一
切
の
取
引
は
石
坂
問
屋
が
、
唐
津
、
満
島
の
問
屋

か
ら
受
取
、
各
山
方
に
精
算
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
記
録
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
生
活

一
切
の
費
用
ま
で
石
坂
問
屋
が
、
前
貸
、

又
は
内
払
、
立
替

払
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

寅
三
月
廿
二
日

一、

此
六
百
匁

肴
代

一、

此
九
百
六
十
匁

久
平
酒
二
升
代

寅
五
月
廿
日



は
ん
て
ん
壱
枚

久
平

十
八
匁
相
渡

公㊧
は
ん
て
ん
壱
枚
代
金
)

寅
十
月
四
日

一、

金
弐
歩
ト

一
匁

相
渡

長
右
衛
門

四
月
廿
八
日

一、

拾
匁

立
川
圓
助

さ
ら
に
、
石
坂
問
屋
が
立
川
山
、
山
方
に
貸
出
し
た
貸
金
元
台
帳
調
出
書
を
見
る

と
、
次
の
よ
う
な
記
録
も
あ
る
。

記

亀
吉
江
貸
金
元
帳
調
出

卯
年
八
月

石
炭
代

一、

金
三
円
弐
拾
八
銭
七
厘
八
茸

合

此
利
三
円
九
拾
四
銭
四
厘
年
中
壱
割
五
分

・
…

(後
略
)

こ

の

記
録

は
、

明
治

八

年

十

月

三

日

に
調

出

し

て

亀
吉

に

精
算

す

る

よ
う

に

請

求

さ

れ

た
も

の
で

あ

る
。

慶

応

三
年

に

亀
吉

が

石

炭

代

を
前

借

り

し

て

い

た

が
、

石
炭

を
掘

っ
て
も

掘

っ

て
も
、

こ
の

借

金

の
精

算

ま

で
出

来

な

か

っ
た

の

で

あ

ろ

う
。

八

ケ
年

間

も

伸

び

に
伸

び

た
借

金

は
、

年

壱

割

五
分

の
利

息

で

元
金

よ
り

多

く

な

っ
た

の

で

あ

る

。

穴

嶽

炭

坑

の
場

合

は
、

全

て
資

金

調

達

は
石

坂

問
屋

に

た

よ

っ
て

い

た
。

ま

た

石

坂

問

屋

は
、

現
在

の
商

事

の
役

割

と

銀

行

の
役

割

を
も

ち
、

川
船

の
支

配
権

を

も

っ
て
、

こ

の
地

方

で

の
経

済

的

実

力

者

で
も

あ

っ
た
。

山

方

連

中

は
、

生

活
、

経

済

的

に
も

一
切

を

こ

の
問

屋

に
依

存

し
、

ワ
タ

エ

ン
谷

に

石
炭

山

を
経

営

し
、

生

活

を
守

っ
て
来

た
が

、

か

な

ら
ず

し

も
、

そ

の
生

活

は
平

担

で
な

く
、

追

い
詰

め

ら

れ

て

い
た
。

と

こ
ろ

が

社

会

は
、

幕

末

か

ら

明

治

維
新

へ
と

激

動

す

る
。

こ

の
動

乱

の
中

で

の
戦

備

拡

充

の
為

に
、

石

炭

の
需

要

が

増

大

し
、

穴

嶽

山

ワ

タ

エ
ン
谷

に
多

く

の

石

炭

山

が

開

坑

さ
れ

て

い

っ
た

。

(未

完

)
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